
茂原市教育委員会では、「茂原市学校再編基本計画」のもと、「茂原市学校再編第二次実施

計画(※１)」（令和３年度から令和７年度まで）に基づき、学校再編を進めています。 

学校再編に関する本年度の取組状況

と、今後の見通しについてお知らせいた

します。 

 

 

 

 

 

令和 5 年 4 月 1 日に本納小と新治小が統合しました。統合後の本納小では、4 月 6 日に

児童の「対面式」が行われ、新たな学校生活がスタートしました。旧新治小の児童は、スク

ールバスにより登校しています。この学校統合により、市内で唯一の複式学級（※２）が解消さ

れました。なお、本納小では、本納中と施設一体型の小中一貫教育が行われています。    

※２ 複式学級とは、児童生徒が極めて少ない場合、複数の学年（例えば５年生と６年生）を合わせて１つの学級と 

するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本納小と豊岡小の統合について、第二次実施計画では次のように定めています。 

統合時期 令和８年４月１日以降の早期 使用校舎 本納小学校 

通学区域 現行の両小学校区を合わせた区域 

児童数の推移を注視し、保護者や地域住民等と協議を重ね、理解を得ながら、令和

8年 3月 31日までに統合時期を定める。 
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本納小学校と新治小学校の統合について 

本納小学校と豊岡小学校の統合について 

豊岡地区で代表者との話し合いを行いました 

昨年度に引き続き、令和５年 12月に豊岡小の PTA 及び地域の

代表者と「学校再編に関する話し合い（豊岡地区）」を行いました。

茂原市全体や本納地区での人口構造の変化や今後の豊岡小と本納

小の児童数見込み等について説明し、意見交換を行いました。 

今後も児童数の推移を注視し、話し合いを拡大・継続していくこ

ととなりました。 

※１ 第二次実施計画は、 
茂原市教育委員会教育 
総務課のウェブページ 
で公開しています。 

茂原市マスコットキャラクター「モバりん」 

（裏面へ） 

新治小の歴史が継承されています 

旧新治小で行われてきた「ツバメ調査」は、統合後も本納小の４年生の 

学習に引き継がれています。今年度は、実地調査を新治地区で行い、来年 

度に取り組む３年生に向けて報告会を行いました。 

また、校舎内において、旧新治小の校旗、功績を表す賞状、地区の 

偉人などについて、展示スペースを設け、歴史の継承を行っています。 

 



 

現在、早野中は適正規模を満たしておらず、今後も生徒数が減少し、将来全学年が単学級にな

ることが見込まれていることから、第二次実施計画では次のように定めています。 

※両校の統合は、茂原市議会で条例改正議案の議決を得て決定となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合時期 令和８年４月 1日 使用校舎 南中学校 

通学区域 現行の両中学校区を合わせた区域 

昭和60年度（1985年度） 
児童数：7,850人 
生徒数：4,097人 
小学校：13校 
中学校：６校 

☆本市の児童生徒数は、昭和
60年頃がピーク 

令和５年度（2023年度） 

児童数：3,537人 

生徒数：1,966人 

小学校：12校 

中学校：６校 

【お問い合わせ】 
茂原市教育委員会 教育総務課 学校再編推進室 

電話：０４７５－２０－１５５７  FAX：０４７５－２０－１６０７ 

 

本納中

tuu  

 

令和３年９月 
本納小が本納中敷地内
に移転 

令和５年４月 
本納小と新治小が統合 

令和３年４月 
二宮小と緑ケ丘小が統合 

二宮小 
（旧緑ケ丘小） 

旧二宮小 

平成 15年度（2003年度） 
児童数：5,529人 
生徒数：2,925人 
小学校：14校 
中学校：７校 

☆本市の人口は、平成 14 年
10月がピーク 

☆学校数は、平成 5 年度～
令和元年度が最大（21校） 

令和２年４月 
西陵中と冨士見中が
統合 

○：小学校 
△：小学校（統合済）  
●：中学校 
▲：中学校（統合済） 
  ：第二次実施計画の 

組合せ 

本納小 

あああ

あああ

あああ

あああ

あああ

あああ

あああ

ああ小 

これまでに、西陵中と冨士見中の統合（令和２年度）、二宮小と緑ケ丘小の統合（令和３年度）、

本納小と新治小の統合（令和５年度）を行い、子どもたちのより良い教育環境の確保に努めてま

いりました。現在は、第二次実施計画に定めた取組を進めています。 

 

第二次実施計画の計画期間は、令和３年度から令和７年度までとしていますが、令和８年度以

降も適正規模を満たさない学校が見込まれています。したがって、今後の人口推移の動向や文部

科学省の方針等も注視しながら、次期基本計画及び実施計画の策定について検討することとして

います。 

南中学校と早野中学校の統合について 

令和６年度に統合準備委員会を設置します 

令和５年７月に南中、早野中及び進学先が変更となる五郷小の各 PTA 代表並びに五郷地区

及び鶴枝地区自治会長連合会の各代表によって構成する「五郷地区学校再編に係る代表者会議」

において協議した結果、令和６年度に両校の保護者・地域住民・教職員の代表者等で構成する

「統合準備委員会」を設置し、統合に向けて具体的な協議を進めていくこととなりました。 
また、円滑に統合が迎えられるよう、両校の教職員等で「学校統合準備会」を組織し、制服、授業、校外学習、 

学校のきまり等の検討を進めます。両校で学習面や部活動面での交流事業を実施する予定です。 
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